
平成２４年度　地域で決める学校予算　事業計画

地域

田原中学校

田原小学校

田原幼稚園

未来に夢つなぐ一貫教育ＴＡＷＡＲＡ

地域で育み地域で支える田原力の結集
取組目標 取組内容

田原では豊かな自然や伝統文化等が残され、大切に守られてきている。地域とし
ては児童生徒に「ふるさとや自然を愛する心を育てる」「地域に伝わる文化や伝統
を守り伝える」ことで、小中学校が期待する「豊かな心と確かな学力を身につけた
子ども」の育成につながると考える。また児童生徒が安心して学校教育を受けられ
る環境を整え、さらに児童生徒と関わることで地域として学校を支える力をアップさ
せていきたい。

田原では豊かな自然や伝統文化等が残る落ち着いた地域ではあるが、「地域で
決める学校予算」事業を通してさらに地域の力が一層子どもたちに活きる地域を
目指す。具体的には子どもたちに伝えたことを子どもたちが実践（発表等）できるよ
う積極的に関わっていく。（ポスタープリンター等を活用し、子どもたちの実践を公
民館等の施設に掲示する。）広報活動に力を入れるとともに視察や研究会にもで
きるかぎり参加し、田原の小中一貫教育を学校ととに創っていく力とする。

地域の方々の協力を得て、田原地区ならではの地域の良さを感じられる活動を行
う。

全ての活動において、田原っ子の目が輝がやくように、遊び・人とかかわる様々な
経験　・自然環境の充実等を目指したい。具体的には、田原太鼓、たけのこ掘り、
せんべい教室、りんご狩り、こんにゃく作り、もちつき等、田原ならではの活動を行
う。

取組目標 取組内容
田原小中学校は小中一貫教育校として、これまで奈良市のパイロット校の役割を
果たしてきた。今後、更に小中教員の連携・協力・意思統一をはかりながら、効果
的な指導を目指して研究・研修をすすめていく。全校児童生徒がともに学びあえ
る環境を整え、小中一貫教育の特性を生かした教育の深化を図る。多くのひと、も
の、こととの関わりを通して自らの見識を深めさせ、将来を考える機会。

小中一貫教育校としての９年間のつながりを生かした総合的な学力の向上をはか
る。英語検定・漢字検定などを実施し、学力の向上とともに学習に対する意欲を高
める。小中一貫教育が始まって8年目を迎えるが、奈良市に広がっている他の小
中一貫教育校との交流を積極的に進め、これまで培った成果を発信し、新たな取
組へとつなげていく。また一条高校外国語科等との交流を行い、これまでの成果
を確認し、さらには自らの将来について考えさせる。

田原を学び、田原に学ぶ、「未来にはばたけ田原っ子」
取組目標 取組内容

身近な環境（自然・文化等）の恵沢を学ばせ、それらを守り、次世代に引き継ごうと
する使命感を育む。全校児童生徒がともに学びあえる環境を整え、小中一貫教育
の特性を生かした教育の深化を図る。多くの人、もの、こととの関わりを通して自ら
の見識を広め、自らの将来を考える機会とする。自らの見識を広め、小中一貫教
育の取組をさらに深化させるために教職員の研修を図る。

　自然に触れあう体験活動（川辺の生物観察、花植えなど）や伝統文化（祭文語
り、音頭、踊り,千本づき、こんにゃくづくりなど）に積極的に取り組む。小中一貫教
育が始まって8年目を迎えるが、他の小中一貫教育校との交流を積極的に進め、
これまで培った成果を発信し、新たな取組へとつなげていく。また一条高校外国
語科との交流や他の様々な機関と交流を図り、これまでの成果を確認し、さらには
自らの将来について考える機会とする。また学校施設を活用し、全校給食を実施
したり、全校児童生徒が語らい、学べる環境を整える。

田原トィンクルプラン
取組目標 取組内容


